
1 

（別紙様式） 

 

箱根町立小・中学校統廃合準備委員会検討部会の会議結果概要報告書 

 

                               １９年１月２９日 

部会種類 通学方法検討部会（第１回） 

開催日時 １９年 1月１８日（木）  19時～20時 30分 

開催場所 宮城野小学校 

出 席 者 
代 表：秦野校長、学校教育課長（教育次長 代理出席） 

構成員：勝俣（正）、松下、根岸、岡野、岩瀬、渡辺、勝俣（陽）、関田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題及び検討・調整

結果等の概要 

 

 

 

 

議 題 

１ 箱根町立小・中学校統廃合準備委員会設置要綱等について（検討組織体系 

図、検討イメージ） 

２ 学校統廃合推進にかかる主な作業フロー（案）について 

３ 検討部会の今後の進め方について 

 

概 要 

過日住民合意を得た町立小・中学校統廃合計画に沿い、平成２０年４月の統

合体制スタートへ向け、学校統廃合を推進していくための検討組織として、「箱

根町立小・中学校校名選定委員会」及び「箱根町立小・中学校統廃合準備委員

会」を、また、同準備委員会に「箱根町立小・中学校統廃合準備委員会検討部

会」を併せて設置した旨の確認。その後、部会における今後の検討の進め方等

について協議し、通学に関する課題について、方向性の大枠を１学期のうちに

決めておく必要があることを確認。 

 

【協議した主な内容（項目）等】 

●スクールバス（全般）について 

・机上での話だけではなく、各運行ルートとも検証が必要。⇒ バスを借上 

げ、実際に乗車した上で運行ルート・所要時間の検証をしていく。 

 ・バスは中型（35人乗）を考えており、統合小学校（現宮城野小学校）の玄

関前付近まで乗り入れる予定。 

 ・子どもたちが乗降車するバス停は、基本的には最寄バス停を利用していた

だく考え。（一定のバス停に集合し、ある程度まとまって乗車することも検

討） 

 ・各運行ルートの起点（始発地）をどこにするか、また、発車時刻の設定を

どうするか等も検討していく。 

 ・乗車の決まり（ルール）について検討していく。 
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議題及び検討・調整

結果等の概要 

 

●統合中学校への通学等について 

・バス停付近（強羅坂下等）における横断歩道設置の必要性の有無 

・通学の利便性を図るためのバス増発や延伸など、必要に応じてさらに交 

通事業者と交渉していく考え。 

●通学と部活動について（中学校） 

 ・部活動終了後の帰宅指導の徹底が必要。 

 ・統一した部活動終了時間を定め、一斉下校ということはできないか。 

  ⇒ 部活について検討する他部会への問題提起 

 ・朝練のあり方（通学ダイヤ、練習時間等） 

 ・下校時のバス、電車のダイヤと部活動の終了時間 

●放課後について（小学校） 

・バスの待ち時間における過ごし方 

●その他 

 ・部会で検討した結果（方向性）は、上部組織である箱根町立小・中学校 

統廃合準備委員会で承認を得て決定される。 

 ・各校ＰＴＡへの周知等は、構成員が各校の実態や状況に応じて、臨機応 

変に判断し対応していただく。 

●次回の打ち合わせ内容（課題）について 

・本日（1/18）の意見を基に、検討していくべき課題を事務局で整理し、

できるところから個々具体に検討を進めていく。 

 ・スクールバスの運行ルート（地域ごとの乗車する人数等を明記した地図

などの資料を事務局で用意） 

会議資料 

   

箱根町小・中学校統廃合準備委員会設置要綱、箱根町立小・中学校統廃合準 

備委員会検討部会設置要領、統廃合にかかる検討組織体系図、統合にかかる 

検討組織における検討イメージ、学校統廃合推進にかかる主な作業フロー 

（案） 他 

 


